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 概　要

　　　トップダウン（超微細ナノ加工技術）とボトムアップ（超薄膜・ヘテロ接合・人工格子結晶成長）とを融合し
た技術的方法論を確立し、次元性、サイズを自在に制御したナノ構造作製が可能です。機能性金属酸化物におい
て、20nm 以下の分
解能（酸化物では世界
最高レベルの制御性）
を持ち大面積に超高
集積化されたナノス
ケールドットや細線
構造の作製技術を確
立しています。

 技術内容

　　　独自開発したナノ構造創製技術により、数
十ナノレベルで精密に空間制御された酸化物
ナノ周期構造体や、MEMS（Micro Electro 
Mechanical Systems）構造を形成できます。
光半導体ZnOのナノ集積構造は、高輝度発光
源やフォトニック結晶として、金属－絶縁体転移
を示すVO2のMEMS構造は環境同調型の高感
度赤外センサーなどへの展開が期待できます。

機能性酸化物マルチスケール
多次元ナノデバイス構造作製技術
Nanofabrication technique for 
functional metal oxide multidimensional scale nanodevice structures

 キーワード　Keyword
3次元ナノ構造、ナノ周期配列構造
3d-metal oxide, three dimensional nanostructures

 応用分野　Application
機能性酸化物ナノ構造デバイス、フォトニック結晶、高感度センサー
functional nanodevices, nanophotonics, nanosensor

 目的・期待される効果
○ 高集積デバイス
○ 高感度・高機能デバイス：感度 / 効率が100－1000 倍

研究分野
ナノ機能材料デバイス
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機能性金属酸化物のマルチスケール多次元ナノ構造
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